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に付 く筋で,C6か らC8の背側枝が分布 し.
3)いわゆる長斜角筋で5,6頚椎桟突起から3,
4肋骨に付く筋で,C8の長胸神経に頬似 した神
経が 3肋骨に付 く筋に,Th2の外側皮枝からの
枝が4肋骨に付く筋に分布し.4)長斜角筋の深
層で6.7頚椎の後結節から1肋骨に付く筋でC8
の背側枝が分布する｡いずれの筋にも腹側枝は無
く背側枝のみが分布していた｡後斜角筋はクモザ
ル同様存在しない｡
以上の所見から頚部の側壁筋の特徴は,1)中
斜角筋の背側枝 (浅肋間神経に相当する)に支配
される部分,すなわち外肋間筋と相同の部分は恒
常であり欠損するような事はない｡2)中斜角筋
の股側枝に支配された部分は前斜角筋が存在する
ものでは存在し,無いものでは消失するというよ
うに前斜角筋の存否と密接な関係がある｡3)級
斜角筋は肋上筋同様不安定な筋である｡
計画8-2:
成長のアE)メトリーから見た霊長類近縁種問の関
係
篠田謙一 (佐賀医大)
霊長煩の種問の比較を行なう場合,どのような
プロポーションの変化が大きさに伴って起こるの
かを評価するために,成体の種間のアロメトリー
を比較する方法が用いられてきた｡最近では,成
長段階も含めたアロメトリーを考慮して.比較す
る郡の必要性が指摘されている｡ しかしながら,
この方法は資料的な制約から実際にはほとんど行
なわれていない｡そこで今回は互いに近縁な数和
のマカタを用い.四肢長管骨の長さのアロメトリー
を比較するljfによって.柾問の関係を考察した｡
用いた材料は詔技研所17-の冊格標本のうち,死
亡時の年齢が判明しているニホンザル203個体
(成体71,若年132).アカゲザル153個体 (成体74,
若年79),カニクイザル121個体 (成体'42,若年79)
の合計477個体である (ただしアカゲとカニクイ
に関しては死亡時の年齢が判明しているものは約
2割程皮である). この標本から上腕骨,槙骨,
尺竹,大腿骨,腰骨,誹骨の最大長を計測 した.
竹鵜の遊離している個休 (若年)に関しては,管
幹の瓜大長を計測した後に,プラスチックセメン
トで骨端を付著させて計測を行なった｡
はじめに各々の種で成体と若年のグループ (成
長群)別に多変塁アロメトリー係数を導出して比
較を行なった｡その結果成長群ではいずれも前腕
部が優位に伸長している事が判明した｡これは骨
幹の計測値を用いた場合でも同様の傾向が示され
た｡一方,成体では,各部の係数に有為な差が見
出されず.成体間に見られる大きさの差は,いず
れの種でもプロポーションの変化を伴っていない
節が示唆された｡更に,上腕と前腕,大腿と下腿
の2変血アロメトリー を取って比較 したところ,
成長群では,上腕と前腕のプロポーションの変化
が3つの種で同様の過程をたどる串が判明した｡
一方,大腿と下腿の比較では,ニホンザルとアカ
ゲは同様の傾向を示すものの,回帰直線の切片の
値に差が認められた｡また,カニタイでは直線の
傾きにも差があり,異なったプロポーションの変
化をすることが示された｡ただし,今回計測でき
た個体では,明確な結論を出すには不十分で,今
後更に例数を増やすことが必要と考えられる.
計画8-3:
霊長頬ヒラメ筋の比較解剖学的研究
関谷伸一 (岩手医大 ･医)
昨年度はチンパンジーのヒラメ筋の支配神経に
ついて,その筋内分布も含めて精査した.その結
果,チンパンジーのヒラメ筋の神経支配の様式は
ヒトのそれとよく似ていることが明らかになった
(解剖誌.印刷中)｡そこで今年度はゴリラ2頭 3
側.オランウ-タン2頭2側,シロテテナガザル
1瑚2側のヒラメ筋を検索した.
ゴリラの1例では腰骨起始腔膜はみられなかっ
たが,2例についてこの腰膜が孟忍められた｡ これ
らは昨年度観察したチンパンジーのそれよりもよ
く発達し,強靭な腰膜として腰骨に付着し,一部
は腰高筋の筋膜にも移行していた｡また桟走する
腰原線維が多数見られ:この部分に艇弓を形成し
ていた.さらにこの際膜の背側には腹膜の線維の
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